
第 359号

日月 i昭和48年 lあけまして

おめでとうございます。

鶴
間
綴
不
治
氏

と
附
間
後
幽
門
的
選
任
、
我
孫
子
占
市

議
本
総
蛸
崎
務
官
就
制
村
制
制
緩
鱒
丹
念
的

総
統
と
附
間
後
幽
闘
の
巡
付
際
、
紬
網
棚
熱

波
ぴ
備
削
附
棚
、
愉
開
後
件
後
髄
丹
念
品
刊

紙
叫
が
行
者
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
日
と
二
十
一

8
ま
ぞ
は

休
会
主
な
リ
ま
し
た
が
、
こ
の

う
ち
に
付
託
さ
れ
た
案
件
を
議

殺
す
る
た
め
.
各
骨
市
径
委
員
会

が
間
同
僚
さ
れ
ま
し
た
。

日
取
終
日
町
一
一
ト
-
一
H
口
は
、
議

案
、
論
聞
朝
、
問
時
州
知
丹
総
訴
事
骨
設

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

紡
梁
に
つ
い
て
は
次
ひ
で
お
知

り
せ
い
た
し
ま
す
匁

め
代
表
七
名
か
ら
市
政
に
対

す
る
代
表
質
問
と
例
人
氏
側

刷
出
b
h
H
が
行
者
わ
れ
ま
し
た
e

そ

の
後
間
隔
絡
協
十
六
年
版
科
併
合

計
時
次
第
を
審
点
す
る
た
め
伺

土
地
の
先
買
い
制
度

公
共
用
地
を
織
探
す
る
た
め

を
念
h
u
〉
は
相
間
約
を
総
点
的
に

渠
知
事
に
附
朝
山
山
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

〈
再
構
出
な
同
り
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
v

宮
市
街
化
区
域
内
で
三

O
O平

方
メ

i
ト
ル
以
上
向
土
地
で
次

に
絞
当
す
る
と
き
。

①
郷
市
計
制
闘
で
決
め
ら
れ
た

滋
路
、
公
糊
閥
、
伊
絞
な
ど
の
予

区
域
内
的
土
地
。

③
区
一
間
前
監
滋
事
業
で
察
知
期
一
事

が
指
定
公
作
し
た
区
域
内
の
土
地
。

④
文
化
財
保
議
法
に
よ
守
務

内
止
さ
れ
た
史
跡
、
天
然
記
念
物

立
ど
に
係
る
絶
滅
内
向
土
地
。

出W
排
出
符
訟
に
よ
り
剖
川
↓
瀬
幸
れ

わ
~
滋
州
内
総
数
成
後
出
門
的
土
帥
品
。

な
お
、
こ
れ
ら
以
外
で
も
滋

衡
化
以
波
市
内
℃
…
級
品
開
が
ぶ

0
0

0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
的
土
総

長
線
機
す
る
ぬ
A
W
も
泌
総
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
腐
山
剛
容
〈
て
も
よ
い
機
会
v

積
出
な
け
れ
ば
な
ら
会
い
場

合
の
①
i
③
の
譲
渡
で
あ
っ
て

も
次
の
場
合
は
漏
出
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

①
右
様
で
あ
っ
て
も
一
ニ

0
0

平
方
メ

i
ト
ル
米
地
締
約
ゃ
ん
織
を

線
悼
惜
す
る
と
き
a

③
間
関
・
綴
方
公
共
闘
凶
持
陣
争
判
日

本
住
宅
公
湿
な
ど
公
共
的
問
な
法

人
に
十
一
絡
を
譲
渡
宇
る
と
き
e

③
怒
士
市
計
南
関
苓
業
な
ど
の
公

共
的
な
事
業
の
た
め
に
土
池
を

抽
綱
渡
す
る
と
き
e

mw抑
制
中
市
計
一
瞥
訟
に
よ
る
際
発

行
為
を
受
け
た
区
俊
市
門
的
土
絡

を
熱
波
す
る
と
き
e

③
醜
臓
織
を
繭
脱
線
と
し
て
輔
械
情
闘

す
る
と
器
。

品W
渦
灘
公
…
年
・
織
に
開
明
山
山
ま
た

は
磯
山
闘
を
し
て
、
抽
捕
方
公
然
倒

体
が
樹
丹
絞
ら
安
か
っ
た
ゃ
ん
絡
を

靖
明
後
す
る
と
き
e

内
公
約
な
土
織
と
し
て
震
取
っ

て
も
ら
う
場
合
〉

士
市
復
化
区
域
内
の
三

O
O平

方
メ

i
F
b
以
上
の
と
地
を
県

や
治
則
に
国
民
い
と
っ
て
も
ら
い
た

い
場
合
は
そ
の
時
回
を
察
知
前
半
に

申
出
似
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総
務
や
出
甲
山
山
岳
き
れ
た
ホ
池

泳
、
問
?
点
的
閥
抗
路
公
役
・
中
巾

な
ど
公
約
機
関
が
滋
問
問
、
公
開
、

品
開
掛
溶
液
抽
喝
な
ど
と
し
て
公
仲
内
的

に
必
授
と
し
た
と
き
は
協
議
の

う
え
正
当
な
油
開
僚
で
そ
の
ゑ
地

を
翼
絞
っ
て
い
草
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
臆
出
や
山
中

山
世
丹
受
付
け
は
市
都
市
計
一
期
諜

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

工
業
統
計
欝
嚢

糊
査
員
が
訪
問
の
織
に
は
ご
協
力
を

削
哨
如
刊
間
関
十
七
か
十
一
…
持
品
弔
問
日

糊
喝
骨
慌
で
、
ぷ
業
統
計
絞
殺
が
純
日

な
b
れ
ま
す
。

二
時
議
査
時
務
品
開
絵
、
制
組
透

業
に
属
す
る
事
紫
綬
に
品
川
L
て

調
査
し
、
生
漆
の
た
め
に
使
用
糊

さ
れ
た
生
産
要
素
及
び
生
産
活

動
向
占
拠
垣
市
を
ど
に
つ
い
て
実
態

を
総
鐙

L
て
生
選
滋
動
に
閥
捕
す

る
基
本
的
資
料
を
鋒
ょ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

〈

V
醐
嗣
途
方
法

十
一
一
純
月
下
相
時
に
各
家
裁
一
昨
に

鈴
し
て
、
絞
殺
開
践
が
淡
淡
町
黙

を
総
世
帯
し
ま
し
た
が
、
…
的
丹

中
州
吋
に
取
り
綴
め
ま
す
。

八

V
糊
酬
蜘
離
す
事
務
綴

。
等
教
続
的
統
時
的
収
機
(
叫
明

骨牝品地
z

名
称
、
絞
殺
組
織
、

資
本
金
、
そ
の
他
)

O
労
務
官
中
市
明
(
従
業
隠
数
等
}

O
原
材
料
、
燃
料
、
援
力
的
陵

用
額
及
び
委
託
生
産
賛
。

。
製
造
品
、
原
材
科
、
撚
科
的

夜
嫁
額
及
ぴ
製
品
、
仕
掛
品

組
側
、
そ
内
他
コ
一
雨
明
両
国
に
つ
い

て
、
澗
嗣
発
見
が
お
飼
い
し
て
潤
刺

殺
い
た
し
ま
す
的
で
、
よ
ろ
し

〈
ご
協
力
〈
幻
苦
い
ま
す
よ
う

お
闘
い
い
た

L
ま
す
.

月
十
一
日
に
調
関
携
強
式

我

様

子

中

学

校

で

我
孫
子
市
消
防
山
山
知
明
式
を
昭

和
四
十
八
年
一
月
十
一
日
に
我

孫
平
市
学
校
々
庭
で
行
な
い
ま
す
。

式
は
会
随
員
及
び
戦
国
民
が
山
出

動
し
て
新
曲
?
と
と
も
に
郷
土
防

災
内
総
裁
を
新
た
に
し
、
人
目
黒

・
即
時
融
制
・
機
械
器
具
点
検
・
畿

地
時
総
帥
榔
及
び
ポ
ン
ヅ
蝉
開
法
務
・
を

柚
偶
然
す
る
と
と
も
に
永
年
端
情
酷
悶

に
機
わ
り
内
側
蜘
酬
の
あ
っ
た
人
や

昭
如
刊
附
間
十
七
年
ゃ
に
崎
明
火
泌
総

お
よ
び
潟
防
怯
暗
殺
を
ど
に
協
カ

さ
れ
た
方
々
の
畿
絡
を
行
な
い

ま
す
。
な
お
、
式
町
線
了
後
中
学

校
か
ら
乎
索
沼
会
開
鼎
ま
で
蕗
阿
部
開

一
行
進
を
行
な
い
、
公
欄
刷
出
陣
擦
に

お
い
て
饗
ポ
ン
プ
及
。
金
分
節

ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
飲
水
式
を

行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
当
一
B
は
午
前
七
時
に

サ
イ
レ
ン
、
血
十
銭
等
に
よ
る
抽
刑

務
総
象
帰
国
号
の
吹
帥
明
、
打
鎖
を

行
な
い
ま
す
。

線
き
が
帥
蹴
き
世
一
気
も
乾
織
し

て
お
9
ま
す
の
で
火
的
泌
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ど
潟
心
〈
ぽ
善
い
。

な
お
、
あ
怠
柏
崎
内
総
統
制
弛
緩

に
つ
い
て
も
す
み
や
か
に
行
な

い
火
災
等
の
心
配
的
世
い
よ
う

お
綴
い
い
た
し
ま
す
e

市
の
人
ロ
つ
い
に
六
万
人

最
近
急
激
に
増
加
示
す

術
的
人
お
は
近
年
急
激
に
端
情

え
て
お
リ
ま
す
が
‘
総
務
加
閥
十

化
年
十
…
間
内
線
開
M

つ
い
に
六
万

人
に
な
号
ま
し
た
φ

六
万
人
践
に
な
っ
た
の
は
、

細
川
仲
仙
台
山
本
了
何
回
六
議
八
号
的
機

沢
作
機
き
ん
で
い
松
入
さ
れ
て
き

た
方
で
す
。

人
口
が
六
万
人
に
途
す
る
ま

マ
に
は
、
昭
和
四
十
五
棒
十
一
一

月
間
同
院
に
況
万
人
に
仕
っ
て
お

号
ま
す
の
マ
、
五
万
人
か
ら
六

万
人
に
な
る
ま
令
ち
ょ
う
ど
一

年
十
…
ヵ
月
あ
っ
た
わ
け
で
す
.

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
急
滋

に
人
口
増
が
予
想
事
れ
ま
す
や策長室においてs万人露骨主主絡を袋行る務沢*ん
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五

E
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u
u
E
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-
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後
…
附
吋
か
ら
開
聞
か
れ
ま
し
た
e

仙
一
一
一
h
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E
C
Hリ

d
，O

会
織
は
、
会
鋭
的
決
定
、
会
議

棚
…
…
H
h
n
笠
7
Aー
し
げ

F
U

品
開
務
お
綴
闘
践
的
幾
名
を
行
な
い
‘

町
一
一
…
…
¥
…
…
山
川
い
こ
の
あ
ふ
句
、
懇
で
様
、
衛
隊

削
…
一
日
ぃ
4
M
M
H
い
い
け
白
命
白
砂
一
般
州
法
務
及
刊
V
開
制
緩
磯
山
閥
的
総

a

肉

二
五
ι
1…
一

世

田

、

問

を

行

な

っ

て

険

会

ど

な

ワ

ま

峨

則
一
一
一
f
F
i
u
H
日
出
長
崎
し
た
@
本
会
章
一
一

E
字

国

時

一

討

議

日

常

…

…

…

一

世

一

回

言

語

祭

お

よ

び

室

主

棚

田
一
一
一
…
骨
院
祢
弘
一
-
…
一
…
一
一
J
H
H
V
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戦
に
よ
呼
欠
問
問
ξ

な
れ
マ
ま
し
品
市

町

一

一

ケ

・

「

引

…

…

一

一

品

た

の

で

、

雲

選

挙

を

行

な

い

‘

ぷ

由
一
…

h
持躍
mm…
日
脚
投
薬
師
仕
草
‘
凶
芸
台
湾
設
気
関
す
る
法
岱
に
基
づ
い
て
ふ
ふ
と
め
務
官
つ
く
る
た
め
に
、

二

日

…

語

噴

出

=

仰

が

議

長

に

当

選

さ

れ

ま

し

と

。

君

主

躍

が

十

二

月

一

民

主

主

そ

れ

ら

の

草

さ

れ

四
一
一
日
ご
=
阿
山
F
.
r
=
酬
つ
づ
い
て
剖
副
議
長
選
挙
に
は
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
た
土
地
を
拙
問
先
約
に
譲
り
受
け

四
一
一
-w

品
川
い
り
、
開
開
銀
平
泊
町
議
員
が
割
削
議
こ
れ
は
山
街
化
区
法
出
門
的
土
る
も
の
で
す
。

四

一

一

日

ハ

h

u

=

酬

長

に

当

一

遜

し

ま

し

た

e

さ
ら
に
、
地
の
取
引
を
制
限
す
る
判
明
度
で
し
た
が
っ
て
、
山
市
街
化
区
域

開

開

v

γ

国
側
十
八
誌
在
十
九
片
目
的
災
対
会
一
蹴
す
が
、
ニ
的
制
伎
の

H
約
H
H
滋
山
内
で
ふ
ム
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を
売
る
場
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(
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問

中
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事

Ja一
私

Y

る
錦
繍
欄
開
制
期
的
山
静
拘
慌
の
た
め
抑
制
蹴
側
、
公
機
、
…
総
殺
な
ど
慾
媛
令
約
制
組
と
し
て
、
駅
前
的
約
一
一

制
一
一
守
山
端
¥
泊
h
J
的
気
銭
的
叫
に
努
カ
い
た
し
て
ま
い
な
銀
総
が
終
秘
書
札
、
そ
の
小
指
加
は
波
、
手
災
情
的
泌
総
工
、
3

一一
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…
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司
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し
て
も
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役
み
よ
い
絞
る
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で
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す
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絞
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よ
び
蜘
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な

き

て

も

、

そ

の

彩

嗣

官

舎

こ

う

む

ど

数

多

く

山

則

被

し

て

お

り

ま

一

一

回

一

一

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

す

が

も

お

払

は

こ

う

し

た

隣

慰

問

一

一

一

ご

ざ

い

ま

す

。

寂

前

都

市

改

造

・

下

水

道

的

解

決

に

あ

た

町

長

期

的

一

一

明

輝

か

し

い

昭

和

図

寸

八

年

な

浅

野

か

ら

見

逃

し

た

と

こ

ニ

一

一

一

白

紙

春

品

ぇ

‘

市

民

の

み

学

校

整

備

な

ど

を

重

点

的

に

ろ

丹

後

第

四

な

計

画

を

立

て

、

一

一

山

む

な

さ

ま

の

ご

綾

織

と

ご

多

準

‘

歩

一

歩

そ

の

実

現

か

た

に

一

一

仰
向
町
お
桁
り
い
ん
し
ま
す
と
ど
ま
と
と
も
に
取
殺
を
執
行
し
っ
て
い
る
ニ
と
は
堅
苦
心
争
犠
約
三
組
ん
で
い
く
方
一

四

郎山
…
…
も
に
、
一
千
品
舶
の
潮
時
間
に
叫
叫
す
て
ま
い
り
た
い
左
存
じ
ま
す
伺
後
で
あ
れ
リ
、
そ
れ
に
間
以
し
て
り
ま
す
め
て
市
民
一

則
一
一
る
ご
綴
燃
と
ど
交
制
慨
に
件
刊
し
抑
制
時
知
子
中
期
同
弘
、
絞
ぽ
激
し
対
策
焚
で
あ
り
ま
す
齢
制
緩
め
き
ま
に
お
か
れ
ま
し

叩
一
一
ま
し
て
心
か
ら
磁
波
か
し
ふ
い
勢
い
で
獄
中
市
化
が
滋
み
、
惜
時
制
聞
が
制
問
機
な
た
め
、
総
み
今
後
と
も
…
蹴
曜
の
ご

帆

一

一

げ

ま

す

。

そ

れ

に

彬

な

い

人

口

も

幼

加

内

総

と

な

っ

て

い

る

綴

方

公

綴

終

的

ほ

ど

切

に

お

間

一

一

き

て
W

M

執
が
お
伐
に
然
保
の
舟
山
泌
を
た
ど
っ
て
い
る
税
仲
内
側
間
体
の
災
機
は
ま
す
ま
す
し
ふ
ん
げ
、
年
一
燃
の
ご

山

一

一

し

て

以

米

、

二

年

余

録

滋

し

況

で

あ

り

ま

す

。

線

刻

化

し

て

お

り

ま

す

。

い

た

し

ま

す

。

町
一
一
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
つ
ね
と
〈
仁
明
判
官
、
閣
に
お
い
こ
の
よ
う
な
総
勢
で
に
お



伶必
時
計
聴
時nn 

l
 

詞
月ー伊

?
締
天
然
‘
気
象
的
状
況
に
よ
っ
て
扱
っ
て
〈
だ
宰
い
。
こ
の
よ

熔
て
気
象
庁
が
発
令
す
る
大
雨
注
う
な
警
報
内
縁
透
手
殺
と
し
て

一
意
報
、
暴
鼠
波
浪
注
意
報
‘
巽
サ
イ
レ
ン
、
警
鐘
等
を
mm
い
た

一
状
乾
漆
注
意
報
等
め
よ
う
に
空
消
防
一
信
号
が
あ
号
ま
す
e

一
気
の
佐
乾
燥
皮
や
際
的
強
さ
に
よ
ま
た
、
議
後
そ
の
後
に
掲
示

一
っ
て
市
長
(
械
情
防
長
)
が
発
令
板
、
旗
‘
吹
淡
し
等
を
槽
掲
げ
て

一
す
る
火
災
務
総
が
あ
り
ま
す
。
警
報
的
発
令
さ
れ
て
い
る
こ
と

一

こ

的

発

令

条

件

は

を

お

知

ら

せ

す

る

わ

け

で

す

。

一
必
槻
抽
出
執
が
一
一
一
ト
%
以
下
、
災
こ
れ
ま
℃
泌
総
畿
や
減
作
品
、

一

仙

w
m脱
出
脱
が
ぷ
十
%
以
下
仰
と
彬
俊
文
紛
℃
終
側
報
発
令
的
サ
イ

一

事

レ

ン

絡

を

欲

携

す

る

と

火

療

と

一

②

議

皮

が
m
悶
十
%
以

F
、
災
総
淡
わ
れ
た
労
々
か
ら
附
附
い
ム
サ

一
効
後
申
院
が
ふ
ハ
十
%
以
下
で
風
わ
せ
の
電
滋
が
び
っ
き
呼
な
し
め
で
と

3
ご
ざ
い
ま
す
。
…
ふ
ん

一
途
七
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
見
に
か
か
り
、
滅
的
国
齢
制
務
長
が
そ
七
一
ω

一
年
と
い
、
ヮ
キ
は
ど
ん
者
第

三

込

み

の

と

き

の

応

対

い

い

仲

良

慨

さ

れ

る

よ

う

な

か

、

ま

だ

明

け

た

ば

か

守

で

す

③

毎

秒

十

メ

ー

ト

ル

以

上

的

状

況

で

す

。

が

、

前

後

的

事

梱

聞

か

ら

#

私

た

ち

r
同
時
が
一
時
間
以
上
連
続
し
て
こ
の
信
号
に
つ
い
て
は
、
消
を
と
り
ま
〈
社
会
油
田
勢
を
は
っ

Z

欧
〈
見
込
み
の
と
き
同
開
法
に
よ
っ
て
近
火
信
号
、
出
き
り
見
つ
め
て
、
〈
ら
し
の
ト
一

左
相
閣
議
き
れ
て
お
り
、
気
象
状
滋
信
号
、
感
援
縫
号
、
報
知
儀
で
の
心
犠
え
を
き
め
て
お
き
た

也
削
減
が
約
述
内
一
に
該
当
…
す
る
符
号
、
綴
火
緩
且
?
な
ど
に
分
か
れ
い
も
の
で
す
。

は
批
判
令
苦
れ
ま
す
。
火
災
制
抑
制
悼
て
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
イ
レ
ン
、
半
一
月
の
こ
と
奇
務
名
で
耐
性
向
丹

毅

が

鈴

A
W
寺
れ
た
持
は
、
緩
外
ぞ
綿
織
等
市
町
欲
然
、
打
綿
織
方
法
が
後
(
む
つ
き
)
と
い
い
ま
す
。
学

め
た
き
火
仰
が
氏
、
火
滋
び
や
め
ら
説
て
お

9
ま

す

。

的

絡

め

羽

狩

と

し

て

‘

一

家

は

伝
た
ば
こ
的
役
げ
総
て
絡
は
給
対
火
災
発
殺
に
胤
閉
し
て
、
消
防
も
ち
ろ
ん
‘
然
り
浴
絞
め
人
‘

J
h
h行
な
わ
な
い
よ
う
に
す
る
と
毅
へ
附
問
い
合
わ
せ
後
紛
が
た
く
ひ
い
て
は
俊
樹
骨
冷
的
人
た
ち
が
、

一
共
に
殿
内
に
お
い
て
も
火
祭
を
さ
ん
か
か
り
ま
す
が
、
消
紛
戦
お
添
い
に
む
つ
み
ん
ロ
う
こ
と
が

一
銭
慰
す
る
場
合
誌
十
分
校
弦
し
長
め
非
常
線
築
や
抽
出
附
間
協
同
闘
の
で
事
ま
す
よ
う
に
と
、
緩
い
を

7
2』
S
H
u
n
s
-
E
U
E担
5
2
2謀
総
量
喜
怒
重
量
書

E
E
E
E首
担
問
自
削

I
H
-
-
n
R
n
E討
雪
量
喜
怒
喜
怒
言
語
書
籍
締

尊
い
人
間
の
生
命
は
血
液
に
曲
陳
・
堕
さ
れ
た
方
い
か
不
幸
に

L
E
V
紙
血
液
誌
、
一
回
間
二
百
ミ
ザ

あ
る
と
い
っ
て
も
遜
畳
一
同
で
は
あ
て
総
盛
於
必
要
と
な
り
、
保
存
リ
ァ
ト
ん

り

ま

せ

ん

。

盗

液

が

必

要

と

な

っ

た

と

き

は

、

V
斌
畿
で
き
る
人
は
滋
十
六
歳

出
開
中
仔
由
雄
液
が
雌
問
先
的
に
環
一
苅
さ
以
上
品
開
六
十
五
歳
未
満
町
入

れ

ま

す

@

で

、

体

選

回

丹

波

十

五

'

勾

‘

女

柑
明
る
い
叫
札
会
を
作
る
た
め
に
に
四
十
々
を
こ
え
る
人

山
刷
場
遠
山
相
、
現
場
消
紡
隊
と
の

山
盛
時
柑
な
ど
議
商
慣
を
絞
務
が
あ
り

ま
す
町
で
、
一
般
か
ら
の
間
い

会
わ
せ
電
話
は
、
し
ば
ら
く
ご

遠
縁
〈
だ
き
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

r
品
開
月
を
滋
え
て
気
持
ゆ
る
み

や
樹
掃
き
が
…
開
晴
き
び
し
〈
な
り

胤
法
制
品
も
総
幾
す
る
こ
と
か
ら
火

災
発
銭
的
終
検
波
紋
‘
ま
す
ま

す
火
事
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

火
時
党
に
は
く
れ

f
れ
も
ご

設
愈
く
だ
さ
い
e

年
の
は
じ
め

断
絡
を
厳
ち
き
る

国
体
意
識
の
回
復
d

停
前
中
市
役
所

後

湖

北

中

も
皆
ん
主
で
献
血
い
た
し
ま
し

ょ、つ脅

V
拙
肱
e

一
双
で
き
な
い
人

m
w
M蹴
緩
し
て
い
る
人
‘
ま
た

は
滋
去
六
ヵ
H

月
以
内
に
絞
援

し
て
い
た
人

②
療
後
六
ヵ
汚
以
内
的
人

③
脳
陣
師
陣
が
仲
持
率
で
き
な
い
と

絵
師
閉
し
た
人

抽
融
商
品
目
持
・
場
所

一
月
十
三
日
(
土
)
k
e
h
問

中
市
役
所
午
後
湖
北
山
日
中
央

薬
会
場
広
場

で

め
て
‘
丹
時
ぴ
れ
が
申
…
ま

れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
台

お
正
月
を
お
め
小
、
た
〈
、
た

め
し
く
綴
ご
す
た
め
に
は
、
山
本

綾
ぐ
る
み
気
持
ち
を
合
わ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
で
き
ま
そ
ん
。

気
持
ち
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ

と
は
、
日
門
も
親
の
い
う
と
お
り

に
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
反
対
に
子
ど
も
の
い

う
を
り
に
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
位

U
K
二
ろ

司
山
被
代
的
断
絶
品
と
い
う
こ
と

ば
が
緩
ん
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

抑
制
と
子
的
、
先
生
と
や
絞
め
考

え
万
問
機
い
が
、
対
緩
や
数
し

ム
甘
い
だ
け
で
は
奴
め
語
れ
な
い

み
ぞ
の
こ
と
を
ぬ
縫
い
表
わ
し
た

こ
と
の
よ
う
で
す
G

崎
明
と
子
、
先
生
と
学
生
の
考

え
方
向
精
途
は
、
加
問
も
今
に
は

ヒ
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ず
っ
と
む
か
し
か
ら
あ
っ

た
は
ず
で
す
。
も
し
輯
純
子
、
兄

弟
、
関
品
用
門
機
に
な
ん
に
も
浅

い
が
な
い
と
し
た
ら
、
お
互
い

的
滋
品
伊
も
胤
滞
緩
も
な
く
な
る
で

し
ふ
う
。
物
的
考
ヰ
ガ
や
級
品
情

機
火
は
時
代
と
と
も
に
絞
っ
て

行
く
の
は
幾
然
の
こ
と
で
、
そ

的
考
え
方
的
変
っ
た
と
こ
ろ
だ

け
と
リ
あ
げ
て
、
同
時
〈
と
ら
立

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
の

が
コ
断
絶
』
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
の
て
は
ム
な
い
で
し
k
う
か
。

く
ら
し
の
上
で
は
、
少
を
〈

と
も
綾
子
江
一
代
ぞ
ら
い
は
内
同
じ
よ
う
で
す
。

附
閉
山
凡
ぞ
時
ふ
き
て
い
る
よ
う
に
附
都
千
つ
い
っ
た
ね
パ

i
セ
ン
ト

え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
派
対
泌
総
で
き
る
総
子
的
金
約
め
為

的
滋
ご
し
品
々
で
す
a

給
対
は
‘
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
き
さ

ま
ず
‘
絞
い
の
お
と
そ
を
欽
み
‘
い
な
ニ
と
で
叫
間
協
慌
が
総
ニ
品
約

多
少
テ
レ
な
が
ら
も
続
年
の
あ
で
し
ょ
う
か
。

い
さ
つ
を
し
て
か
ら
宅
お
そ
う
こ
と
し
拭
ぺ
泌
総
%
を
齢
制
ち

会
や
お
せ
九
割
竹
田
慌
を
一
緒
に
い
き
る
共
災
体
意
識
の
削
閥
復
を
M
M

た
だ
〈
と
い
っ
た
コ

i
ス
で
す
療
に
し
た
い
も
の
で
す
e

が
、
ニ
的
資
償
給
金
田
州
共
通
の

箆
本
史
を
学
ぶ
会

臨
月
第
一
一
一
土
曜
日
中
央
公
民
舘
で

災
孫
子
市
中
央
公
民
帥
附
明
、
行

な
っ
て
お
り
ま
し
た
自
本
政
を

学
ぶ
会
で
泳
、
今
ま
で
附
河
内

務
ゴ
一
土
師
鴨
川
口
戸
間
口
グ
ル
ー
プ
)

と
崎
市
問
問
土
務
自

(
A
グ
ル
ー
プ
)

に
分
け
て
行
な
っ
て
い
ま
し
と

が
、
部
会
に
よ
り
隠
月
第
三
土

落
自

(
A
-
B
共
)
一
回
と
を

呼
ま
し
た
丹
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
宮
本
的
歴
史
を
学
ん

で
み
た
い
方
な
ら
ど
な
た
で
も

篠
山
闘
に
幾
何
刷
件
、
捧
ま
す
め
で
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
行
書
い
“

V
制
問
問
悶
一
月
二
十
日

主
持
制
問
午
後
一
時
半
i
一一一時

半
々

V
場
獄
中
央
公
民
鶴

V
欝
節
東
葛
銭
高
等
学
校

教
翰
鹿
野
司
円
前
即

V
畑一T
i
す
吋
門
口
本
的
機
揖
棋
は

い
つ
酬
明
ど
め
よ
う
に
し
て
で

年
た
か
弘

i
付税

i

テ
キ
ス
ト
一
一
一
十
笈
べ

i
ジ
か

h
h
u
 
な
お
、
次
附
闘
は
一
一
一
月
十
七
日

向
予
定
で
す
。

土

滋

玄

入

認

査

総
数
山
官
官
で
は
品
也
子
築
導
水
路

前
哨
盤
情
叫
剖
燃
は
臨
時
開
設
定
的
た
的
、

総
資
繍
問
後
と
し
と
土
滅
的
双
ち

入
り
糊
料
公
駕
を
次
め
と
お
り
行
な

い
ま
す
。

世

v
玄
ち
入
り
町
脇
被

我
孫
子
世
駒
大
然
災
野
山
制
緩
m
閥、

州
市
、
我
孫
子
、
品
科
旬
開
ツ
ナ
新
m
閥、

本
問
時
一
T
S
悶M
i

一
一
一
了
夜
、
白
山

一一
3
5
i
-
一

τ旬
、
緑
一
丁
目

最
近
年
金
に
つ
い
て
非
常
に

隠
心
が
高
ま
っ
て
き
て
わ
0
9
ま

す
。
こ
れ
は
、
回
開
阻
周
年
金
や
厚

史認。
ι査
を
も
ら
う
人
が
日
酬
明
し

に
多
く
を
っ
て
き
た
か
ら
圭
蕊

わ
れ
ま
す
急
そ
め
た
持
、
間
関
附
向

指
ザ
ム
瓶
、
縁
仏
泳
年
血
液
的
内
務
、
年

余
丹
後
欲
的
枚
方
、
蹄
融
機
係
険
、

詩
附
噸
脇
附
議
後
淡
な
ど
に
つ
い
て

然
組
献
金
問
問
機
い
た
し
ま
す
。

こ
の
容
は
専
門
震
が
ご
相
相
続

に
中
む
と
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

制
作
用
周
く
だ
さ
い
。

V
良
時
時
一
月
十
六
日
午
前
十

時
吋
か
ら
午
後
ョ
…
一
昨
吋
ま
で

i
一
一
丁
闘
、
券
一

T
U
i
二

γ
軍
機
一
街
中
央
公
民
帥
開

設
‘
滅
相
帆
駅
、
制
限
一
…
戸
、
制
制
限
続
問
問
、

一
一
…
)
間
階
梯
悼
判
閥
、
官
叩
枚
、
総
、
料
判

々
閥
、
判
明
泌
総
附
問
、
官
叩
段
下
級

制
刷
、
淡
閥
的
削
新
潟
、
火
作
郁
制
m
閥、

新
木
、
新
木
村
下
、
日
湾
、
今

回
品
、
中
用
品
新
岡
、
制
問
北
ム
口
一
一
i

日
1
十
丁
目
、
制
開
館
師
、
制
抑
制
開
部
制

回
、
悶
発
戸
、
開
発
戸
新
聞
問
、

下
ヶ
一
戸
、
柴
柏
町
、
高
野
山

ニ
的
事
業
は
、
税
制
問
問
叫
す
出
品

部
と
江
…
戸
川
を
水
絡
で
渓
絡
し

て
、
内
本
株
数
、
柑
内
山
内
水
府
民
浄

化
、
お
よ
日
制
附
お
潟
水
的
機
船
出

世
A
W
わ
廿
も
つ
多
悶
制
的
別
措
時
本
絡

を
総
絞
す
る
こ
と
を
悶
村
総
と
し

て
い
る
も
の
で
す
。

V
立
ち
入
リ
惜
間
同
開

脇
町
刊
約
十
八
年
一
円
月
十
告
か

ら
二
月
ト
E
ま
で

緩

慢

品

制

欄

鰍

鱗

今
月
め
努
師
ぬ
側
関
税
蹴
を
次
昨
日

開
憶
で
行
な
い
ま
す
の
で
ご
制
判
開
府

〈
だ
き
い
。

時
吋
蹴
問
誌
、
い
ず
れ
の
会
場
も

午
約
十
時
吋
か
ら
十
…
待
三
十
分

ま
で
と
午
後
一
時
か
ら
一
ニ
時
ー
ま

で
で
す
。
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か
け
品
伊
川
り
逮
鈴

叫
刺
殺
秒
け
品
ず
ら
滋
ぬ
を
次
的

と
お
り
行
な
い
ま
す
移
多
数
参

加
〈
だ
き
る
よ
う
お
緩
い
い
た

plw
念
品
ト
ヲ
。

昨年筏"
6.100Jil守、
タバ3，持費F曜
が占tニ人りま
しと

タバコiま市内1:かいましょう
王手

会

綴

談

一
月
十
四
日

午
後
a

時吋

V
然
食
嶋
欄
蹴
間
戦
時
叩
子
駅
北
門
M

W
V

コ
ー
ス
総
柑
明
子
駅
|
↓
削
減

組
問
神
社
l
f
+八
坂
紳
校

i
i・

子
内
線
I
l
i
v
e宇
録
制
問
A
W
附凶

zi'我
孫
子
駅

曹
連
絡
先
湖
北
台
七
1
五
三

ー
五

O
五

有

吉

電

話

八

八
回
周
五
五
六
八
番

曹
滋
隣
町

1ヰ誌に鈴毒事.mが;fH二人ります

国

民

年

金

線
猿
セ
ン
タ

i
潟
殺

胤
側
側
内
相
十
品
臓
に
加
入
寄
れ
て
い

る
ふ
々
や
附
閥
胤
州
都
十
念
的
受
給
総
務

は
も
と
よ
り
、
一
絞
め
ぢ
h
q

に

も
利
用
で
き
る
柚
則
的
機
と
し
て
、

箇
民
年
金
保
後
七
ン
タ

i
が
金

問
各
地
で
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
e

日
帰
。
旅
行
や
出
明
治
に
も
安

い
費
用
で
気
軽
に
利
用
で
き
る

こ
の
械
設
は
、
皆
さ
ん
が
品
約
め

ら
れ
た
同
国
民
年
金
保
険
制
竹
の
緩

怠
金
か
ら
融
資
を
受
け
て
幾
て

ら
れ
て
お
り
‘
斡
付
に
内
自
然
的
鵡
吋

織
に
樹
掛
ま
れ
た
臨
切
}
滑
に
殺
後
事

成
し
、
制
判
刻
さ
れ
て
い
ま
す
移

利
照
的
織
に
は
零
時
口
に
お
申
し

込
み
く
だ
寺
い
。

。
間
隔
自
国
自
町
会
一
本
松
市
閉
臨
岡
氏
率

金
保
養
セ
ン
タ
ー

@
群
馬
県
草
津
町
町
草
津
グ
り

i
ン
パ

l
ク
パ
レ
ス

一
月
七
日

新
春

Y
ブ
ソ
ン
大
会

部
相
辞
マ
ラ
ソ
ン
火
会
を
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、
中
市

民
の
方
舟
多
数
参
加
を
お
頼
い

い
た
し
ま
す
。

口H
誇
昭
和
四
十
八
年
一
月
七

B
午
前
十
時
半
ス
タ
ー

ト

憾
鴫
拡
削
減
北
駅
前

品
世
相
掛
翁
我
孫
子
市
お
よ
び
没

鋭
的
宥
ふ
品

市
内
縁
。
小
地
十
校
…
年
i
附悶惨

め
男
女
火
山
臼

m

O
小
学
校
ぷ

キ
ー
し
ハ
略
的
立
~
向
。
小
結
4

校
五
年
1
六
年
内
鍔
…
・
五
品

。
中
学
生
女
三
品
。
中
学
松
川

努一一…ん一

O
官
例
的
悦
ゑ
闘
力
五
品

。
一
致
・
潟
税
金
女
三
向
。

…
殻
(
念
大
学
生
)
田
月
五
品

O
三
ト
歳
以
上
回
均
三
品

申
し
込
み
持
刊
誌
子
市
問
問
発
戸

五
九
九
お
臨
目
先
制
刊
電
話

八
二
回
均
九
八
七
六
時
世
へ

ま
た
、
議
詩
会
議
で
も
九
時

か
ら
品
入
山
村
受
出
り
い
た
し
ま
す
。

軸
風
上
州
駄
に
焚
潟
、
食
問
料
に
総

録
制
院
と
品
世
相
掛
常
時
タ
オ
ル
…
本
。

海
市
出
門
的
冷
学
絞
め
蜘
仰
は
附
附
体

対
銃
カ
ッ
プ
M
r

島
り
ま
す
。

795 




